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　６月７日に酒々井中学校の生徒を対象に、「オリンピック・パラリンピックを
体験しよう！（卓球教室）」が開催されました。講師には五輪卓球女子団体銀メダリ
ストの平野早矢香さんを招き、卓球部の生徒52人が参加しました。
　教室では、平野さんが模擬プレーや生徒一人ひとりへの指導を実施。平野さんの
明るく熱心な指導に、生徒たちは真剣に、そして楽しそうに取り組んでいました。
　参加した生徒は「有名なプロの方に教えてもらい緊張しました。」「貴重な機会で
とてもうれしいです。」と話していました。

墨古沢遺跡が国史跡に指定されます ………………………………  2・3

「危険業務従事者叙勲」受章者のご紹介 ………………………………… 6
ＪＲ酒々井駅東口駐輪場整備工事……………………………………… 14

「非核・平和都市」を宣言 ………………………………………………… 5

7 月
2019（令和元年）
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スポーツ振興くじ助成事業

オリンピック・パラリンピックを
　　　体験しよう！（卓球教室）
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環状ブロック群出土台形様石器（左上：縦4.3㎝） 環状ブロック群出土接合資料（右上：横9.3㎝）

平成27年度調査区空撮（写真右が北）

酒々井パーキングエリア

◆
環
状
ブ
ロ
�
ク
群
と
は
？

　
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
と
は
、
日
本
列
島
に

人
々
が
住
み
始
め
て
間
も
な
い
後
期
旧
石
器

時
代
前
半
期
、
約
３
万
７
千
年
�
３
万
年
頃

に
見
ら
れ
る
、
石
器
を
製
作
し
た
痕
跡
︵
石

器
ブ
ロ
ッ
ク
�
当
時
の
人
々
の
生
活
の
跡
︶

が
ド
ー
ナ
ツ
状
に
め
ぐ
る
日
本
独
特
の
遺
跡

で
す
。
日
本
最
古
の
「
環
状
集
落
」
で
あ
る

と
い
え
、
墨
古
沢
遺
跡
で
は
約
１
０
０
�

１
５
０
人
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
酒
々
井
町
墨
地
区
の
酒
々
井
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
（
上
り
線
）
に
隣
接
す
る
、
旧
石
器

時
代
（
約
３
万
４
千
年
前
）
の
日
本
最
大
級

の
「
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
」
が
発
見
さ
れ
た
墨

古
沢
遺
跡
が
、
６
月
21
日
に
行
わ
れ
た
国
の

文
化
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の

史
跡
指
定
に
よ
り
、
関
東
の
旧
石
器
時
代
の

史
跡
と
し
て
は
３
例
目
、
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群

と
し
て
は
全
国
初
の
指
定
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
の
全
１
８
３
１
史
跡
の
中
で
最
も

古
い
史
跡
に
も
な
り
ま
す
。

【注意】現在発掘調査は終了して埋め戻されており、遺跡の様子は現
地で見ることができません。また、現在民有地として畑の耕作が行わ
れていますので、許可なく立ち入らないようにお願いします。

狩猟具として、ヤリ先に用いられていた
もの。

出土した石器同志がくっついたもの。この遺跡で石器
が作られていた様子がわかります。
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〜墨古沢遺跡の出土石器が展示されています〜

墨古沢遺跡・
環状ブロック群発掘調査成果

墨古沢遺跡古環境イメージ
（『印旛の原始・古代ー旧石器時代編ー』印旛郡市文化
財センターから）

◆
旧
石
器
時
代
っ
て
ど
ん
な
時
代
？

　
日
本
列
島
に
人
類
が
住
み
始
め

た
、
今
か
ら
約
３
万
７
千
年
前
か
ら

１
万
６
千
年
前
の
約
２
万
１
千
年
間

を
い
い
、
当
時
の
人
々
は
定
住
を
行

わ
ず
、
簡
単
な
テ
ン
ト
の
よ
う
な
住

居
で
、
移
動
し
な
が
ら
石
や
動
物
の

骨
な
ど
で
道
具
を
作
り
、
動
物
を
狩

り
、
木
の
実
な
ど
を
採
集
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

は
氷
河
期
と
呼
ば
れ
る
寒
冷
な
時
代

で
し
た
。

◆
調
査
・
研
究
の
成
果

　
墨
古
沢
遺
跡
の
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群

が
発
見
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
、
平
成

11
・
12
年
度
に
行
わ
れ
た
酒
々
井

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
拡
張
工
事
に
伴

う
発
掘
調
査
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
調
査
に
よ
り
、
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群

の
一
部
が
調
査
さ
れ
て
約
４
千
点
の

石
器
が
出
土
し
、
詳
し
い
分
析
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
の
大

半
が
ま
だ
地
中
深
く
に
残
さ
れ
て
お

り
、
町
で
は
こ
の
遺
跡
の
重
要
性
に

注
目
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
３
カ
年

か
け
て
、
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
の
広
が

り
や
規
模
、
残
り
具
合
を
確
認
す
る

た
め
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
範
囲
が
当
初
の
予
想
を

上
回
り
、
南
北
70
ｍ
×
東
西
60
ｍ
に

至
り
、
環
状
ブ
ロ
ッ
ク
群
の
う
ち
６

割
強
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
発
掘
調
査
と
同
時

に
年
代
測
定
や
石
器
に
使
わ
れ
て
い

た
石
材
の
産
地
推
定
が
行
わ
れ
多
く

の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
指
定
は
、
こ
れ
ら
の
発
掘

調
査
成
果
や
分
析
・
研
究
成
果
の
地

道
な
積
み
重
ね
に
よ
り
、「
我
が
国

の
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
遺
跡
」
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

国
史
跡
指
定
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

「発掘された日本列島2019」

　「発掘された日本列島展」は毎年全国で8000件の発掘調査が行われる中で、特に注目
される旧石器時代〜現代までの遺跡を全国からピックアップして行われている文化庁主
催による新発見考古速報展です。毎年、東京都江戸東京博物館をスタートに、全国４か
所を巡回して行われます。
　ぜひこの機会に、全国の貴重な遺跡と肩を並べる、墨古沢遺跡の出土石器を見に行き
ませんか。
場所：東京都江戸東京博物館
　　　（〒130-0015　東京都墨田区横網1-4-1）
期間：令和元年7月21日（日）まで
墨古沢遺跡のほか、今年注目される12遺跡、震災復興により発掘された16遺跡を紹介。
※上記期間後は、全国４ヶ所の資料館・博物館を巡回展示します。
場所・期間の詳細は文化庁のホームページでご確認ください。
http://www.bunka.go.jp/gyoji/1416731.html

文化庁
主催
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町
で
は
、
郷
土
の
歴
史
遺
産
を
活
用
し
、

町
民
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
、
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
形
成
を
図
る
た
め
の
事
業

と
し
て
、
戦
国
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
行

わ
れ
て
い
た
祭
礼
で
あ
る
千
葉
氏
の
ま
つ
り

を
平
成
28
年
度
「
酒
々
井・千
葉
氏
ま
つ
り
」

と
し
て
模
擬
復
活
し
ま
し
た
。

　
こ
の
お
ま
つ
り
は
、
戦
国
時
代
、
千
葉
氏

の
居
城
で
あ
っ
た
本
佐
倉
城
の
城
下
で
行
わ

れ
て
い
た
祭
礼
を
も
と
に
、
戦
国
時
代
、
千

葉
氏
、
本
佐
倉
城
、
野
馬
・
馬
牧
、
仮
装
、

競
馬
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
戦
国
時
代
絵
巻
さ
な

が
ら
の
「
ば
か
乗
り
（
仮
装
）」
や
「
競
馬

の
模
擬
復
活
」
な
ど
様
々
な
催
し
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
町
制
施
行
１

３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
例
年
以
上
に

盛
大
に
酒
々
井
町
の
郷
土
の
ま
つ
り
と
し

て
、
10
月
６
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

令
和
元
年
度

﹁
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
﹂

　
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
ば
か
乗
り
︵
仮
装
行
列
・
コ
ン
テ
ス
ト
︶

　
友
達
、
親
子
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
今
年
は
、
酒
々
井

町
役
場
前
の
「
さ
わ
や
か
通
り
」
を
仮
装

行
列
が
練
り
歩
く
予
定
で
す
。

＊
競
馬
の
模
擬
復
活

　
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
中
央
台
公
園
内
を

羽
織
袴
姿
で
馬
に
乗
り
、
颯
爽
と
駆
け
抜

け
ま
す
。
同
会
場
で
は
馬
と
の
ふ
れ
あ
い

も
実
施
し
ま
す
。

＊
記
念
花
火
の
打
ち
上
げ

　
同
日
の
夜
に
、
町
制
施
行
１
３
０
周
年

を
記
念
し
て
記
念
花
火
の
打
ち
上
げ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。（
時
間
は
調
整
中
）

＊
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
も
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
、
様
々
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

「
酒
々
井
・
千
葉
氏
ま
つ
り
」
に
関
す
る

情
報
は
随
時
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
募
集
内
容
︼

飲
食
・
物
品
販
売
・
展
示
Ｐ
Ｒ
な
ど

︻
出
店
料
・
備
品
な
ど
︼

有
料
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

︻
申
し
込
み
期
限
︼

７
月
31
日
㈬
ま
で

︻
細
菌
検
査
︼

食
品
な
ど
の
模
擬
店
を
実
施
す
る
団
体
は
保

健
所
に
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
細
菌
検

査
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
申
し
込
み
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

︻
申
込
書
︼

経
済
環
境
課
商
工
観
光
班
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。（
役
場
分
庁
舎
１
階
）

︻
申
込
先
︼

経
済
環
境
課
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

経
済
環
境
課
商
工
観
光
班
☎
 
３
４
５
・

３
４
６

「酒々井・千葉氏まつり」に出店して一緒
におまつりを盛り上げてみませんか？

酒々井町制施行
130周年記念事業

10/6 日

令和元年度
戦
国
時
代
の

祭
礼
復
活

令和元年度令和元年度
戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

戦
国
時
代
の

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

祭
礼
復
活

　町に千葉氏が本佐倉城を築き、城下町
ができたのは、延徳2（1490）年8月12日で
す。この日以降、昭和初期まで本佐倉城の
鎮守である八幡神社祭礼として行われてき
ました。
　祭礼は、「神輿渡御」、「馬鹿乗り」、「競馬」
からなり、本佐倉城下の祭りとして、現在の
酒々 井町ほぼ全域の住民が参加していました。

戦国の風流・当時の
『千葉氏のまつり』

時間  10時から15時
場所  中央台公園ほか

みこし と  ぎょ ば  か  の きそいうま

第
四
回

出店者募集 !!

「ばか乗り」 「競馬」
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町
で
は
、
町
制
施
行
１
０
０
周

年
の
年
で
も
あ
る
平
成
元
年
９
月

13
日
に
、
日
本
と
世
界
の
恒
久
平

和
の
確
立
を
求
め
永
遠
の
「
平
和

都
市
」
に
な
る
こ
と
を
宣
言
し
て

お
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
議
会
に
お
い
て

町
議
会
よ
り
、
近
年
の
不
安
定
な

社
会
情
勢
に
対
し
、
町
と
し
て
積

極
的
に
町
民
の
安
全
・
安
心
に
対

す
る
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
と
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の

「
平
和
都
市
宣
言
」
を
「
非
核
・

平
和
都
市
宣
言
」
へ
の
改
正
す
る

　
豊
か
な
緑
と
自
然
を
誇
る
私
た
ち
の
ま
ち
酒
々
井
は
、「
日

本
で
一
番
古
い
町
」
を
郷
土
の
誇
り
と
し
、
１
０
０
年
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
酒
々
井
町
民
が
一
丸

と
な
り
懸
命
の
努
力
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
魅
力
的
な
地
域
社
会
の
創
造
は
、
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
人
々
の
恒
久
的
な
平
和
な
く
し
て
は
望

み
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
私
た
ち
酒
々
井
町
民
は
、「
令
和
元
年
」
新
た
な

時
代
の
到
来
と
と
も
に
、
町
制
施
行
１
３
０
年
の
節
目
に
あ
た

る
こ
の
機
会
に
、
非
核
三
原
則
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
全
世
界
の
人
々
と
共
に
核
兵
器
の
廃
絶
、
恒
久
平
和
の

確
立
の
た
め
、
こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
都
市
」
を
宣
言
す
る
。

令
和
元
年
６
月
５
日
　
酒
々
井
町

非
核
・
平
和
都
市
宣
言

　町民の皆さんが町の魅力を再認識・再発見することを目
的とした「ふるさと酒々井フォトコンテスト」の受け付け
を７月１日㈪から開始します。
　入賞作品は町観光ＰＲやパンフレット、町ホームページ
などで広く活用されますので、皆さんふるって応募くださ
い。
応募作品　町内で撮影した四季折々の自然・風景、史跡・
文化財、伝統芸能・祭、生き生きと暮らす人々の情景写真
など、２０１６年１月１日以降から締め切り日までに、応
募者本人が撮影し著作権を有している未発表の作品。
応募資格　アマチェア限定。居住地、年齢、性別などの制
限はありません。写真原版もしくは写真データを提出でき
る方。
応募方法　①撮影した写真を、六つ切またはＡ４版の大き
さでプリントアウトしてください。
②作品の裏面に、必要事項を記載した応募票を貼り付けて
ください。
※１人３点まで受け付けます。作品１点ごとに応募票を付
けてください。
※応募票は町ホームページからダウンロードできます。
 https://www.town.shisui.chiba.jp/docs/2018090700029/
③郵送または持参にてご応募ください。
※詳細は、平成31年３月号広報、町ホームページまたは
フォトコンテスト案内チラシをご覧ください。
応募先　企画財政課広報広聴班へ郵送または持参（持参の
場合は、土・日・祝日を除く８時30分〜17時15分）
〒２８５‐８５１０　千葉県印旛郡酒々井町中央台4-11
☎︎０４３（４９６）１１７１
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎︎ ２２３

　町では、今年度、町民の皆さんや各種団体がイベント
などを各地域で実施する際に、町全体で「日本で一番古
い町〜ふるさと酒々井」を共生するとともに、町制施行
１３０周年事業を共創するため、『町制施行１３０周年
記念冠事業』を募集しています。
　４月から６月の間に町が承認し、実施された冠事業は
次のとおりです。

「
非
核
・
平
和
都
市
」を
宣
言

こ
と
に
つ
い
て
、
意
見
書
の
提
出

が
あ
り
、
改
正
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
と
し
て
も
「
平
和
」

の
あ
り
が
た
さ
や
大
切
さ
を
次
世

代
へ
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
令
和
元

年
の
新
た
な
時
代
の
到
来
と
町
制

施
行
１
３
０
年
の
節
目
の
年
で
あ

る
、
令
和
元
年
６
月
５
日
に
町
議

会
議
場
に
お
い
て
、「
非
核
・
平

和
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
企
画

・
地
方
創
生
推
進
室
☎

２
２
４

町制施行130周年記念事業
ふるさと酒々井

フォトコンテスト受付開始
受付期間　７月１日（月）〜９月13日（金）

開催日 事　　業　　名 開催場所 主催団体名

５月５日 浦安市民田植え体験ツアー 本佐倉地先
根古谷環境保
全会

５月19日
第６回チャリティー芸能発
表会

プリミエール
酒々井

酒々井町
文化協会

５月19日
第21回酒々井町消防操法大
会

中央台公園
町・酒々井町
消防団

６月１日〜
８月31日

アマチュア無線局の開設
アマチュア無
線局

酒々井ハム
無線クラブ

町制施行130周年記念冠事業募集
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７
月
は
、﹃
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
﹄
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

チ
カ
ラ
～
強
調
月
間
と
し
て
、
全

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
運
動
で

す
。

　
町
で
は
７
月
２
日
㈫
、
朝
夕
の

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
Ｊ
Ｒ
酒
々

井
駅
と
京
成
酒
々
井
駅
周
辺
で
町

長
、保
護
司
会
、更
生
保
護
女
性
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
青
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
が
更
生
し
て
円
滑
に
社
会
復
帰

で
き
る
よ
う
、
こ
の
運
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
４

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

引
き
上
げ
（
予
定
）
に
伴
い
軽
減

税
率
が
実
施
さ
れ
、
税
率
８
％
と

10
％
の
双
方
の
商
品
を
取
り
扱
う

事
業
者
は
様
々
な
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
こ
う
し
た
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
、
軽
減
税
率
に
対

応
し
た
レ
ジ
の
導
入
や
改
修
に
対

す
る
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　
中
小
の
小
売
事
業
者
な

ど補
助
上
限　
２
０
０
万
円

※
レ
ジ
１
台
、
券
売
機
１
台
あ
た

り
各
20
万
円
（
商
品
マ
ス
タ
の
設

定
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
、
プ

ラ
ス
20
万
円
）

補
助
率　
原
則
３
／
４

※
３
万
円
未
満
の
レ
ジ
導
入
の
場

合
は
４
／
５

完
了
期
限　
９
月
30
日
㈪

問
い
合
わ
せ　
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
事
務
局
☎
０
１
２
０
（
３
９

８
）
１
１
１
、
経
済
環
境
課
商
工

観
光
班
☎

３
４
６

　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
を

目
的
と
し
た
「
健
康
増
進
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
し
、

本
年
７
月
１
日
㈪
か
ら
、
学
校
・

行
政
機
関
・
児
童
福
祉
施
設
な
ど

が
原
則
敷
地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
受
動
喫
煙
が
子
ど
も

や
町
民
の
健
康
に
多
大
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
を
考
慮
し
、
対
象
施

設
で
あ
る
役
場
庁
舎
・
保
健
セ
ン

タ
ー
の
ほ
か
、
中
央
公
民
館
も
役

場
庁
舎
な
ど
と
一
体
的
な
敷
地
と

捉
え
、
本
年
７
月
１
日
㈪
か
ら
、

終
日
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
に
つ

い
て
も
子
ど
も
や
町
民
へ
の
健
康

影
響
を
考
慮
し
、
役
場
庁
舎
な
ど

と
同
様
の
理
由
に
よ
り
本
年
７
月

１
日
か
ら
終
日
全
面
禁
煙
と
な
り

ま
す
。

　
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害

物
質
は
、
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓

病
な
ど
の
多
く
の
病
気
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
か
ら
健

康
を
守
る
た
め
、
敷
地
内
禁
煙
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課
管
財

班
☎

２
２
６
、
保
健
セ
ン
タ
ー

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

﹁
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
﹂

受
章
者
の
ご
紹
介

　
５
月
21
日
、
警
察
や
消
防
、
防
衛
な
ど
危
険
性
の
高
い
業
務
に
従
事

し
、
社
会
に
貢
献
し
た
元
公
務
員
を
対
象
と
す
る
「
第
32
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
」
が
発
令
さ
れ
、
当
町
か
ら
は
、
瑞
宝
双
光
章
と
し
て
、

柿か
き
ざ
わ澤
ひ
で
お夫

さ
ん
（
中
央
台
）、
濵は

ま
だ田

義よ
し
あ
き章

さ
ん
（
酒
々
井
）、
瑞
宝
単
光

章
と
し
て
、
竹た

け
の野

眞し
ん
じ治

さ
ん
（
下
岩
橋
）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
ご
健
康
で
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍

く
だ
さ
い
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章︵
警
察
功
労
︶

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章︵
警
察
功
労
︶

濵田　義章さん
（酒々井）

竹野　眞治さん
（下岩橋）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
導
入
な
ど

へ
の
補
助
金
が
あ
り
ま
す

役
場・保
健
セ
ン
タ
ー・中
央
公

民
館・プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

は
敷
地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０
、
中
央

公
民
館
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１
、

プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
☎
（
４
９

６
）
８
６
８
１
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中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
補
助
し
ま
す

８
月
か
ら
有
効
と
な
る

受
給
券
を
発
送
し
ま
す

　
町
で
は
、中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
す
る
保
護
者
の
方
に
、

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」（
以
下
「
受
給
券
」）
を
発
行
し
、
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。

　
子
ど
も
が
、
医
療
機
関
な
ど
に

か
か
っ
た
時
に
支
払
う
自
己
負
担

額（
０
円
ま
た
は
２
０
０
円
）は
、

７
月
１
日
時
点
で
、
子
ど
も
の
属

す
る
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

　
対
象
世
帯
（〈
表
〉
参
照
）
に
は
、

令
和
元
年
８
月
１
日
㈭
か
ら
有
効

と
な
る
受
給
券
（〈
図
〉
参
照
）
を

７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

※
転
入
な
ど
に
よ
り
課
税
・
非
課

税
の
確
認
が
と
れ
な
い
場
合
は
個

別
に
連
絡
を
し
ま
す
。

※
未
申
告
な
ど
に
よ
り
課
税
状
況

が
不
明
な
方
に
は
、
市
町
村
民
税

課
税
世
帯
の
扱
い
で
受
給
券
を
交

付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
３

　
保
育
料
の
補
助
申
請
を
さ
れ
る

方
は
、
幼
稚
園
か
ら
配
布
さ
れ
る

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
添
付
書
類
を
添
え
て
、
通

園
中
の
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

［
対
象
世
帯
と
補
助
金
額
］

〈
表
〉を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

［
申
請
書
の
添
付
書
類
］

令
和
元
年
度
の
住
民
税
の
課
税
内

容
が
わ
か
る
も
の
。

（
父
母
と
そ
れ
以
外
の
家
計
の
主

宰
者
で
あ
る
扶
養
義
務
者
の
確
認

が
で
き
る
証
明
書
）

①
市
町
村
民
税
特
別
徴
収
税
額
決

定
通
知
書
の
写
し
（
住
民
税
が
給

与
天
引
き
の
方
）

②
市
町
村
民
税
納
税
通
知
書
の
写

し
（
住
民
税
が
給
与
天
引
き
以
外

の
方
）

①
、
②
の
通
知
書
が
な
い
場
合
や

非
課
税
の
方
は
、
各
市
区
町
村
が

発
行
す
る
市
（
町
）・
県
民
税
の
課

税
（
非
課
税
）
証
明
書

※
補
助
金
は
、
年
度
末
に
幼
稚
園

を
通
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
課
子
育
て

支
援
班
☎

３
７
２

階層
区分 対象となる保護者の世帯 補助金の額（年額） ひとり親世帯などの特例

第１子 第２子 第３子以降 第１子 第２子 第３子以降
第１
階層 生活保護世帯 154，000円

154，000円

154，000円

154，000円
154，000円 154，000円

第２
階層 市町村民税非課税世帯

136，000円
第３
階層

市町村民税の所得割額が非
課税の世帯

第４
階層

市町村民税の所得割課税額
が77,100円以下の世帯 93，600円 123，500円 136，000円

第５
階層

市町村民税の所得割課税額
が211,200円以下の世帯 31，100円 92，500円

第６
階層

上記区分以外の世帯
（所得制限なし） − 77，000円

＜表＞対象世帯と補助金額

（備考）
１　世帯構成員中２人以上に所得がある場合は、父母とそれ以外の家計の主宰者である扶養義務者の所得割課税額を合算します。
２　所得割課税額については、住宅借入金等特別税額控除前の所得割課税額を用いて、所得階層区分を決定します。
３　表中、第４階層以下の区分に該当する世帯については、年齢に関わらず、保護者と生計を一にする兄または姉を多子計算の算定対

象とします。ただし、第５階層以上の区分に該当する世帯については、小学校３年生以下の兄または姉を多子計算の算定対象とします。
４　途中入退園および休園により、入園料および保育料が在園期間に応じて支払われている場合の補助限度額は、減額して適用します。
５　10月からスタートする「幼児教育・保育無償化制度」に伴い、平成31年４月分〜令和元年９月分の前期６カ月の保育料および入園

料が対象です。

＜図＞受給券

対 象 者 ０歳（転入）〜中学校３年生
助成対象 通院・入院・調剤

自己負担額

【通院】１回につき２００円
【入院】１日につき２００円
【調剤】なし（無料）
※市町村民税非課税または均等割のみ課税世帯
　は無料です。

有効期間 ７月３１日まで（毎年更新）

＜表＞対象世帯
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新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を

７
月
中
に
発
送
し
ま
す

　

令
和
元
年
８
月
１
日
㈭
か
ら
使
え
る
保
険
証
を
７
月
中
に
世
帯
主
宛

て
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
世
帯
の
加
入
状
況

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
古
い
前
の
保
険
証
は
、
令
和
元
年
８
月
１
日
㈭
以
降
に
各
自

で
処
分
す
る
か
健
康
福
祉
課
国
保
年
金
班
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

町
の
医
療
費
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

国
民
健
康
保
険
税
と
保
険
証

　
町
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

千
葉
県
内
の
平
均
よ
り
高
い
状
況

で
、
平
成
29
年
度
は
県
内
54
保
険

者
中
22
番
目
で
し
た
。

　
日
頃
か
ら
、
食
事
・
運
動
・
睡

眠
な
ど
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
取

り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
治
療

な
ど
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

は
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤
師

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

②
早
め
の
受
診
で
重
症
化
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

③
お
薬
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
30
年
度
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
の

納
付
が
済
ん
で
い
な
い
世
帯
に
は

「
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
」
を

発
送
し
ま
す
。

　
届
き
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
国

保
税
を
納
付
す
る
か
、
納
付
で
き

な
い
場
合
は
「
税
の
窓
口
」
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
保
険
証
更
新
の
お
知
ら
せ
」

が
届
い
た
世
帯
の
保
険
証
は
、
原

則
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

　
35
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に

継
続
し
て
加
入
さ
れ
て
い
る
方
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
で
保
険
税
（
料
）

を
納
め
て
い
る
方　

【
利
用
方
法
】

①
契
約
医
療
機
関
に
直
接
連
絡
し

て
日
時
を
予
約
す
る
。

②
保
険
証
を
持
っ
て
役
場
窓
口
で

申
請
し
て
、
利
用
承
認
書
の
交
付

を
受
け
る
。

③
当
日
、
保
険
証
と
利
用
承
認
書

を
持
参
す
る
こ
と
で〈
表
〉の
自
己

負
担
額
で
受
診
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１

＜表＞助成の対象となる医療機関

契約医療機関
成田赤十字病院

☎0476（22）2311
佐倉厚生園病院
☎（484）2161

八街総合病院
☎（443）7311

聖隷佐倉市民病院
☎（486）0006

成田富里徳洲会病院
☎0476（85）5313

１
日

費　用　額 44,064（71,064）円 41,040（65,880）円 45,360円 42,120（79,920）円 43,200（71,820）円

国保負担額 30,845（49,745）円 28,728（46,116）円 31,752円 29,484（55,944）円 30,240（50,274）円

自己負担額 13,219（21,319）円 12,312（19,764）円 13,608円 12,636（23,976）円 12,960（21,546）円

通
院
２
日

費　用　額 57,024（84,024）円 49,680（74,520）円

※（　）は脳ドックとのセット料金です。
※ご利用料金は、変更になる場合がありますので、ご了承ください。
※費用のうち７割を町が助成しています。
※６月に行われた特定健診との重複受診はできません。
※年に１度は人間ドックか特定健診を受けて、健康寿命を伸ばしま
　しょう。

国保負担額 39,917（58,817）円 34,776（52,164）円

自己負担額 17,107（25,207）円 14,904（22,356）円

１
泊
２
日

費　用　額 64,584（91,584）円 60,480（85,320）円

国保負担額 45,209（64,109）円 42,336（59,724）円

自己負担額 19,375（27,475）円 18,144（25,596）円

国
民
健
康
保
険

一
部
負
担
金
の
減
免

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
災
害
な

ど
に
よ
り
資
産
に
重
大
な
損
害
を

受
け
た
り
、
事
業
の
休
廃
止
や
失

業
な
ど
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し

た
り
し
た
場
合
、
一
部
負
担
金
を

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
対
象
者
は
、

資
産
な
ど
の
活
用
を
図
っ
て
も
病

院
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
、
か
つ
世
帯
全
員
の
預
貯
金

総
額
が
生
活
保
護
基
準
生
活
費
の

３
カ
月
以
下
で
あ
る
世
帯
で
す
。

【
認
定
の
基
準
】

・ 

世
帯
の
実
収
入
月
額
が
生
活
保

護
基
準
生
活
費
の
１
１
０
％
以

下
の
場
合
は
、
免
除

・ 

世
帯
の
実
収
入
月
額
が
生
活
保

護
基
準
生
活
費
の
１
２
０
％
以

下
の
場
合
は
、
５
割
減
額

・ 

世
帯
の
実
収
入
月
額
が
生
活
保

護
基
準
生
活
費
の
１
３
０
％
以

下
の
場
合
は
、
徴
収
猶
予

期　

間

　
減
免
の
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ

た
月
か
ら
３
カ
月
以
内
で
、
さ
ら

に
３
カ
月
延
長
で
き
ま
す
。
徴
収

猶
予
の
期
間
は
、
申
請
の
あ
っ
た

月
か
ら
６
カ
月
以
内
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
３
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国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
は

７
月
12
日
㈮
に
発
送
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
「
国
保
税
」）
は
加
入
者
が
病
気
や
ケ
ガ

を
し
た
と
き
の
医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
令
和
元
年

度
の
納
税
通
知
書
を
７
月
12
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
納
期
限

内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
よ
り
、
資
産
割
を

廃
止
し
ま
す
。
ま
た
、
課
税
限
度

額
（
課
税
の
上
限
額
）
を
、
80
万

円
か
ら
93
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

詳
細
は
、〈
表
〉の
と
お
り
で
す
。

　
国
保
税
の
算
定
は
、
医
療
費
な

ど
の
支
出
を
目
的
に
算
定
さ
れ
る

医
療
分
と
、
75
歳
以
上
の
方
の
医

療
を
支
援
す
る
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
、
40
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方

は
介
護
保
険
第
２
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
の
で
介
護
分
を
合
わ
せ

て
算
定
し
ま
す
。
税
率
に
つ
い
て

は
、〈
表
〉の
と
お
り
で
す
。

　
国
保
税
は
、
納
付
書
で
町
が
定

め
る
金
融
機
関
に
納
め
て
い
た
だ

く
方
法
と
、
口
座
振
替
で
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
、
世
帯
主
の
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
な
る
年
金
特
別

　
国
保
は
、
世
帯
主
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
納
税
通
知
書
は
世

帯
主
宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

納
付
相
談　
税
務
住
民
課
収
税
班

☎

１
１
６
～
１
１
８

資
産
割
の
廃
止
お
よ
び

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

所
得
割・均
等
割・平
等
割
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん

国
保
税
の
納
付
方
法

納
税
通
知
書
の
送
付

徴
収
の
３
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）

に
加
入
し
て
い
る
方
全
員
が
65
歳

以
上
75
歳
未
満
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
は
、
原
則
、
年
金
特
別
徴
収
と

な
り
ま
す
が
、
届
け
出
に
よ
り
口

座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
住
民
課

住
民
税
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
払
い
か
ら
口
座

振
替
に
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、

税
務
住
民
課
収
税
班
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
全
額
免
除
】

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
全
額
免
除

承
認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱
い
と
な

り
、
年
金
額
に
も
一
部
反
映
さ
れ

ま
す
。

【
一
部
免
除
】

　
日
本
年
金
機
構
が
承
認
し
た
一

部
保
険
料
を
納
付
す
れ
ば
、
そ
の

期
間
は
納
付
済
み
期
間
と
同
じ
扱

い
と
な
り
、
年
金
額
に
も
一
部
反

映
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
一
部
保
険

料
が
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
未
納

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
失
業
に
よ
る
特
例
】

　
退
職
後
、
特
定
の
書
類
（
雇
用

保
険
関
係
書
類
・
辞
令
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
は
免
除
審
査
基
準
が

緩
和
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
納
付
猶
予
】

　
50
歳
未
満
の
方
が
該
当
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
承
認
を
受
け
た

＜表＞令和元年度国保税の税率

区　分 課税対象
税　率　等

医療分 後期高齢者支援分金 介護分

所得割 平成30年中の総所得金額から33万円を差し引いた額 5.6％ 2.7％ 1.4％
均等割 加入者1人当たり 23,000 円 6,400 円 13,000 円
平等割 加入世帯 1 世帯当り 31,200 円
資金割 廃　止

課税限度額 580,000 円 190,000 円 160,000 円

申
請
受
け
付
け
を
７
月
１
日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
免
除・納
付
猶
予

　

令
和
元
年
７
月
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
受
け
付
け
を
７
月
１
日
㈪
か
ら
健
康
福
祉
課
国
保
年
金

班
の
窓
口
で
開
始
し
ま
す
。
申
請
に
は
年
金
手
帳
、
印
鑑
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

免
除・猶
予
の
種
類

所
得
審
査
が
あ
り
ま
す

継
続
審
査
承
認
者
の
方

期
間
に
つ
い
て
は
、
納
付
済
み
期

間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
学
生
の
方
は
、
学
生
納
付
特
例

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
先
に
記
し
た
免
除
制
度
は
、
い

ず
れ
も
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。

審
査
の
対
象
と
な
る
の
は
本
人
と

配
偶
者
と
世
帯
主
の
平
成
30
年
中

の
所
得
で
す
。

※
納
付
猶
予
制
度
の
申
請
の
場
合

は
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
審

査
対
象
で
す
。

　
全
額
免
除
と
納
付
猶
予
の
継
続

審
査
を
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、

改
め
て
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
審
査
結
果
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１
・
１
２
２
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［
保
険
料
の
決
め
方
］

　
保
険
料
は
被
保
険
者（
加
入
者
）

一
人
ひ
と
り
に
か
か
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に

応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

を
合
計
し
て
、
個
人
ご
と
に
計
算

さ
れ
ま
す
。〈
表
１
〉参
照

保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月
12
日
㈮
に
発
送
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

︻
軽
 
減
︼

　
所
得
の
低
い
世
帯
に
属
す
る
方

は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

「
均
等
割
額
」
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

︻
保
険
料
の
納
め
方
︼

　
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
「
特

別
徴
収
」
と
、
口
座
振
替
や
納
付

書
で
納
め
る
「
普
通
徴
収
」
の
２

種
類
で
す
。〈
表
２
〉参
照

①　均等割額…41,000円
　　加入者全員が等しく負担する額

②　所得割額…加入者の前年の所得に応じて負担する額
　　（前年の所得−33万円）×7.89パーセント
　　［ 上限は62万円 ］

＜表１＞保険料の計算

保　険　料 ① 均等割額 ② 所得割額＝ ＋

＜表 2 ＞保険料の納期区分

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

特別徴収
（年６回） ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収
（年８回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※普通徴収と特別徴収が混在する場合があります

後
期
高
齢
者
医
療
Ｑ
＆
Ａ

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
の
受

給
が
あ
り
、
か
つ
介
護
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計

額
が
、
天
引
き
対
象
年
金
（
老
齢

基
礎
年
金
な
ど
）
額
の
半
分
を
超

え
な
い
方
で
す
。

　
保
険
料
は
年
６
回
、
偶
数
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料
が

直
接
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料

は
、
ま
だ
年
度
の
保
険
料
額
が
確

定
し
な
い
た
め
、
仮
徴
収
と
し
て

２
月
の
年
金
で
天
引
き
さ
れ
た
額

を
基
準
に
仮
算
定
さ
れ
ま
す
。　

　
10
月
・
12
月
・
２
月
の
保
険
料

は
、
本
徴
収
と
し
て
確
定
し
た
保

険
料
か
ら
仮
徴
収
さ
れ
た
額
を
差

し
引
い
た
額
を
３
回
に
分
け
て
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

　
特
別
徴
収
以
外
の
方
が
対
象
で

す
。
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の

８
回
に
分
け
て
、
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

　

今
お
持
ち
の
健
康
保
険
証
は
、

７
月
31
日
㈬
に
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
の
で
、
８
月
か
ら
１
年
間
使

用
で
き
る
新
し
い
保
険
証
を
、
７

月
５
日
㈮
に
簡
易
書
留
郵
便
で
発

新
し
い
保
険
証
を
発
送

年
金
天
引
き
が

８
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

９
割
軽
減
の
方

送
し
ま
す
。
配
達
ま
で
に
２
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
支
払
う
窓
口
負
担

（
自
己
負
担
割
合
）
は
、「
１
割
」

ま
た
は
「
３
割
」
で
す
。
こ
の
割

合
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
判

定
し
、
更
新
さ
れ
ま
す
。

※
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を

滞
納
し
た
場
合
は
、
有
効
期
間
の

短
い
保
険
証
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
後
期
高

齢
保
険
料
を
８
月
支
給
の
年
金
よ

り
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

対
 
象　
平
成
30
年
12
月
１
日
～

平
成
31
年
１
月
31
日
ま
で
の
間
に

酒
々
井
町
に
転
入
さ
れ
た
、
も
し

く
は
75
歳
に
な
ら
れ
た
（
昭
和
18

年
12
月
１
日
～
昭
和
19
年
１
月
31

日
生
ま
れ
）
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
被
保
険
者
の
方

　
年
金
天
引
き
を
希
望
さ
れ
な
い

方
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
天
引
き
停
止
ま
で

に
２
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
こ

れ
ま
で
９
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た

方
は
、
今
年
度
か
ら
８
割
軽
減
に

変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
世
代
間
の
公
平
の
観

点
な
ど
か
ら
保
険
料
軽
減
特
例
の

見
直
し
に
よ
る
も
の
で
、
社
会
保

障
充
実
策
と
し
て
介
護
保
険
料
軽

減
の
拡
充
や
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
３

Ｑ
質
 
問　
す
で
に
口
座
振
替
の

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
が
、

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
回
 
答　
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納

付
方
法
は
年
金
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
が
原
則
で
す
の
で
、
口
座
振

替
手
続
き
済
み
で
あ
っ
て
も
年
金

天
引
き
が
優
先
さ
れ
、
年
金
天
引

き
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
を
希
望
し
な
い
方

は
「
納
付
方
法
申
出
書
（
口
座
振

替
）」
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
出
書
は
窓
口
で
配
付
し

て
い
ま
す
。
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介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者（
65

歳
以
上
）
の
方
に
令
和
元
年
度
の

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
を
７
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
な

方
を
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の

制
度
で
す
。
保
険
料
は
、
介
護
保

険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財

源
で
す
の
で
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　
老
齢
・
退
職
・
遺
族
・
障
害
年

金
な
ど
か
ら
天
引
き
に
よ
っ
て
保

険
料
を
納
付
す
る
方
法
で
す
。
年

額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
千
円
）

以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
、
納
期
は〈
表
２
〉と
な
り

ま
す
。

　
保
険
料
は
、
４
・
６
月
は
仮
の

保
険
料
と
し
て
、
前
年
度
の
２
月

分
と
同
額
の
保
険
料
額
と
な
り
、

７
月
に
年
間
の
保
険
料
が
決
定
さ

れ
た
後
、
８
月
・
10
月
・
12
月
・

２
月
の
保
険
料
で
４
・
６
月
の
保

険
料
を
差
し
引
い
て
調
整
さ
れ
ま

す
。

【
普
通
徴
収
】

　
町
か
ら
発
送
し
た
納
付
書
に
よ

っ
て
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

特
別
徴
収
と
な
る
年
金
受
給
者
以

外
の
方
お
よ
び
年
度
途
中
で
65
歳

に
な
ら
れ
た
方
や
、
他
の
市
区
町

村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
が
対

象
と
な
り
、
納
期
は〈
表
２
〉と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
普
通
徴
収
の
方
は
、
口

　
保
険
料
は
３
年
に
１
度
見
直
し

が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
、
第
７
期

（
平
成
30
～
令
和
２
年
度
）
の
保

険
料
で
す
。
令
和
元
年
10
月
か
ら

の
消
費
税
引
き
上
げ
（
予
定
）
に

伴
い
、
介
護
保
険
法
施
行
令
が
改

正
さ
れ
、
保
険
料
が
１
段
階
か
ら

４
段
階
の
方
は
、
平
成
30
年
度
の

保
険
料
と
比
べ
て
減
額
と
な
り
ま

す
。

　
所
得
段
階
に
応
じ
て〈
表
１
〉の

と
お
り
10
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

介
護
保
険
は
支
え
あ
い
の
制
度
で
す

皆
さ
ん
の
保
険
料
が
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
ま
す

令
和
元
年
度
の
介
護
保
険
料

65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
の
納
め
方

座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
簡
単
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
て
便
利
で
す
。
お
申
し
込

み
は
、
納
入
通
知
書
に
同
封
さ
れ

た
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
銀
行
な
ど
届
け
出
印

を
押
印
の
う
え
、
金
融
機
関
な
ど

の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
負
担
割
合
証
は
、
７
月

中
に
認
定
者
全
員
に
発
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
介
護

保
険
班
☎

１
３
１
・
１
３
２

所得
段階 対　　　象　　　者 保険料（年額）

第１
段階

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で
世帯全員が住民税非課税の方 17,600円

第２
段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入
と年金以外の所得の合計が80万円以下の方 17,600円

第３
段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入
と年金以外の所得の合計が80万円を超え120万
円以下の方

26,900円

第４
段階

世帯全員が住民税非課税で、本人の年金収入と
年金以外の所得の合計が120万円を超えている方 33,900円

第５
段階

住民税課税世帯の方で、本人の年金収入と年
金以外の所得の合計が80万円以下の方 39,800円

第６
段階

住民税課税世帯の方で、本人の年金収入と年
金以外の所得の合計が80万円を超えている方 46,800円

第７
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
125万円未満の方 53,800円

第８
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
125万円以上200万円未満の方 58,500円

第９
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
200万円以上290万円未満の方 70,200円

第10
段階

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が
290万円以上の方 79,600円

＜表１＞第１号被保険者保険料（65 歳以上の方の保険料）利
用
者
負
担
割
合
証
の
送
付

　ごみの出し方など、ちょっとしたことを知りた
いときは、便利なスマートフォン対応アプリ「さ
んあ〜る」から、確認ができます。
　各ストアより「さんあ〜る」を検索して頂くか、
下記のＱＲコードからダウンロードしてご利用く
ださい。
　ご利用方法は、６月号広報または、町ホームペ
ージから確認できます。
問い合わせ　経済環境課環境対策室☎︎ ３４２・
３４４

＜表2＞令和元年度　介護保険料の納期

納　　期　　月

４月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 12 月 R２年
２月

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ごみ出し確認は
便利なスマホアプリで！

iOS（App Store）

8.0 以降（iOS 搭載機種）

Android（Google play）

4.0 以降（Android 搭載機種）
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

○
投
票
で
き
る
方

　
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
次
の
方
で
す
。

　
平
成
13
年
７
月
22
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
31
年
４
月
３

日
以
前
に
酒
々
井
町
に
転
入
の
届

け
出
を
し
、
引
き
続
き
３
カ
月
以

上
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
。

○
平
成
31
年
４
月
４
日
以
降
に
転

入
届
を
さ
れ
た
方

　

当
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
、
前
住
所
地
で
投

票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不
在
者
投

票
制
度
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
前
住
所
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

○
町
内
で
転
居
さ
れ
た
方

　
令
和
元
年
６
月
29
日
以
降
に
転

居
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投

票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期
 
間　
７
月
５
日
㈮
～
７
月
20

日
㈯
ま
で
の
毎
日

時
 
間　
８
時
30
分
～
20
時

会
 
場
 
役
場
分
庁
舎
２
階
第
１

多
目
的
室

　
期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
当
日

に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
な
ど
の
理

由
に
よ
り
投
票
が
で
き
な
い
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
投
票
す
る
方

は
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り

宣
誓
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
宣
誓
書
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
に
﹃
期
日
前
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
﹄
を
印
刷
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
記
入
の

う
え
、
本
人
が
期
日
前
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
、
他
市
町
村
に

滞
在
中
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
方
、

不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
病
院
な
ど
に
入
院（
入
所
）

し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
入
場
券
を
持
参

　
公
示
日（
７
月
４
日
）以
降
に
、

圧
着
式
封
書
の
投
票
所
入
場
券
を

発
送
し
ま
す
。
１
枚
の
封
書
に
同

一
世
帯
で
最
大
６
人
分
の
入
場
券

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
切
り
離
し
て
本
人
が
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
入

場
券
が
な
く
て
も
投
票
は
で
き
ま

す
。）

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
区

分
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
﹁
郵
便
等
投
票

証
明
書
﹂
の
交
付
を
受
け
て
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
自
ら
投
票
の
記

載
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た

方
（
代
理
記
載
人
）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
選
挙
公
報
の
配
布

　
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴
、
政
見

な
ど
を
記
載
し
た
選
挙
公
報
を
７

月
12
日
㈮
ご
ろ
に
新
聞
折
り
込
み

を
す
る
予
定
で
す
。
毎
月
町
の
広

報
紙
を
発
送
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

同
様
に
発
送
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
役
場
、
中
央
公
民

館
、保
健
セ
ン
タ
ー
、プ
リ
ミ
エ
ー

ル
酒
々
井
、酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
に
も
用
意
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
４

①
千
葉
県
選
出
議
員
選
挙

　

 

…
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

く
だ
さ
い
。

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

 

…
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名

の
い
ず
れ
か
を
書
い
て
く
だ

さ
い
。

投
票
は
２
回
行
い
ま
す

投　
票　
日　
　
７
月
21
日
㈰

投 

票 
時 
間　
　
７
時
～
20
時
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水辺は危険
　印旛沼周辺には、多くの土地改良施設があ
り、施設の周辺は大変危険な場所です。
　夏休みに入ると毎年、水辺での死亡事故な
どが新聞やテレビで報道されますので、次の
ような場所には、近づかないよう注意をして
ください。
　特に、小さい子どもは、どのような場所が
危険なのか判断できません。家族の皆さんで
十分注意してあげてください。

　水田の水管理をするため、この付近は、見
た目よりはるかに流れが速く強力で大変危険
です。また、大きなポンプを運転するため高
圧の電気を使用しています。

　揚水機場でくみ上げた水は、水路を通り、
遠くの水田まで水を供給します。このため、
水の流れが速くその先が地下埋設管となって
いる場合もあり、小水路も危険な場所です。
また、水槽は大変深くなっており危険な場所
です。

この付近は、滝つぼのように
深くなっていて大変危険な場
所です。遊んでいる子どもを見かけたら一声
かけて注意してください。
問い合わせ　印旛沼土地改良区☎︎（４８４）
１１５５

子どもを見かけたら注意を

揚排水路機場の付近

堰
せき
、水門、落差工

用水路、排水路、
吐き出し水槽、分水槽

工事のお知らせ

水稲の病害虫を
防除します

　JR酒々井駅駐輪場の利便性を図るため、昨年度のJR酒々井
駅西口駐輪場に引き続き、東口駐輪場の整備工事を行います。
　工事中、仮設駐輪場の使用など、ご利用の皆さまにはご不便
をおかけしますが、ご協力をお願いします。
工事期間　令和元年８月上旬〜10月末
工事内容　自転車・原付駐車場の整備工事
※仮設駐輪場につきましては、現地工事看板にてご案内しま
す。
問い合わせ　まちづくり課維持管理班☎︎ １５５・１５９

　町植物防疫協会では、病害虫の防除効果を高め高品質な米生
産と、農業者の省力のため、水稲の共同防除を実施します。
　薬剤は、農薬取締法に基づいたものを使用します。
日　時　７月20日㈯　４時30分〜９時ごろ（予備日７月24日㈬）
※天候などにより、実施期間が変更になることがあります。
散布地域　町内全域の散布希望水田を無人ヘリコプターで散布
します。
■防除実施中の水田へは立ち入らないでください。
■水田付近には、自転車を止めないでください。
■ 万一、薬剤が身体や車両などにかかった場合は、速やかに水

で洗い流してください。
※この時期は、近隣市町でも農薬を散布しますのでご注意くだ
さい。
問い合わせ　経済環境課農政振興班☎︎ ３４１・３４３

JR 酒々井駅
東口駐輪場整備

無人ラジコンヘリコプター

広告
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
後
に
迫
る
中
、

順
天
堂
大
学
の
協
力
を
得
て
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
学
校
の
授
業
で
は
体
験
で
き
な

い
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
有
意
義

な
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日　

時

第
１
回　
７
月
30
日
㈫

　
実
技
「 

ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
よ

う
」

第
２
回　
７
月
31
日
㈬

　
実
技
「 

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
体
験

し
よ
う
」

第
３
回　
８
月
６
日
㈫

　
講
義
「 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を

学
ぼ
う
」

　
実
技
「 

ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験
し
よ

う
」

第
４
回　
８
月
７
日
㈬

　
講
義
「 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障

が
い
を
学
ぼ
う
」

　
実
技
「 

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
体
験

し
よ
う
」

い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

会　

場　
中
央
公
民
館
講
堂

対　

象　
町
内
在
住
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
生
で
、
原
則
全
４
回

出
席
で
き
る
方

定　

員　

50
人(

申
し
込
み
先
着

順)参
加
費　
無
料

主　

催　
酒
々
井
町
教
育
委
員
会

申
込
方
法　
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

　
な
ぜ
飛
行
機
は
あ
ん
な
に
重
い

の
に
飛
べ
る
の
で
し
ょ
う
？
元
航

空
会
社
職
員
の
方
か
ら
指
導
を
受

け
ま
す
。
後
半
は
色
々
な
紙
飛
行

機
を
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日　

時　
①
７
月
28
日
㈰　
13
時

30
分
～
15
時　
②
８
月
10
日
㈯　

10
時
30
分
～
12
時

会　

場　
中
央
公
民
館
講
堂

定　

員　
各
回
10
人
（
申
し
込
み

先
着
順
）

　

ア
メ
リ
カ
の
国
民
的
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
グ
リ
ン
チ
の
心
温
ま
る
映

画
「
グ
リ
ン
チ
」
を
上
映
し
ま
す
。

上
映
前
に
は
、
酒
々
井
紙
芝
居
の

会
に
よ
る
紙
芝
居
「
酒
の
井
」
の

上
演
も
あ
り
ま
す
。

　
子
供
も
大
人
も
み
ん
な
で
楽
し

め
ま
す
。
星
空
の
下
、
み
ん
な
で

映
画
を
観
ま
せ
ん
か
。

　
折
紙
手
芸
と
は
、
折
り
紙
で
三

角
形
の
パ
ー
ツ
を
作
り
、
そ
れ
を

積
み
上
げ
て
作
品
を
作
る
も
の
で

す
。
２
回
と
も
ど
ち
ら
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

時　
８
月
２
日
㈮
・
９
日
㈮

い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

会　

場　
中
央
公
民
館
研
修
室

定　

員　
10
人
（
申
し
込
み
先
着

順
）

日　

時　
７
月
27
日
㈯　
18
時
45

分
～
21
時
※
雨
天
時
、
中
央
公
民

館
講
堂

会　

場　
役
場
駐
車
場

入
場
料　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

共
通
事
項

対　

象　
町
内
の
小
学
生
、
ま
た
は
そ
の
小
学
生
を
含
む
親
子
な
ど

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

７
月
19
日
㈮
17
時
ま
で
に
、
公
民
館
へ
お
電
話
い
た
だ
く

か
、
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　
児
童
の
行
き
帰
り
は
保
護
者
の
責
任
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

酒
々
井
町
・
順
天
堂
大
学
連
携
事
業

　「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぼ
う
！
」

酒
々
井
町
青
樹
堂

夏
休
み
！
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
　
夏
休
み
！
折
り
紙
手
芸
教
室

青
少
年
相
談
員
事
業  

星
空
の
映
写
会

保
護
者
会
主
催

岩
橋
保
育
園
　
夕
涼
み
会

日　

時　
　
７
月
13
日
㈯　

受
付
時
間　
す
み
れ・た
ん
ぽ
ぽ・

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ　
16
時
～

も
も
・
ゆ
り
・
ひ
ま
わ
り
・
一
般

16
時
30
分
～

会　

場　
岩
橋
保
育
園
２
階
教
室

※
今
年
度
は
、
教
室
で
の
開
催
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

内　

容　
各
種
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ　
岩
橋
保
育
園

☎
（
４
９
６
）
１
６
２
５

中
川
奉
納
盆
踊

日　

時　
８
月
３
日
㈯

盆
踊
り
大
会　
19
時
～
21
時
30
分

奉
納
花
火
大
会　
20
時
ご
ろ
（
雨

天
の
場
合
は
８
月
４
日
㈰
）

内　

容　
ビ
ン
ゴ
、
模
擬
店
（
か

き
氷
、
焼
き
そ
ば
、
ア
メ
リ
カ
ン

ド
ッ
グ
な
ど
）

会　

場　
西
蔵
院
境
内

問
い
合
わ
せ　
中
川
祭
礼
委
員
会

本
部
長　
松
元
健
一
☎（
４
９
６
）

３
９
０
７

昨年度の様子（ゴールボール）
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少
年
問
題
ア
ナ
リ
ス
ト
で
東
京
経
営
短
期
大
学
特

任
准
教
授
の
上か

み
じ
ょ
う條

理り

え恵
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
上
條
さ
ん
は
教
員
を
経
た
後
、
千
葉
県
警
察
少
年

補
導
専
門
員
と
し
て
25
年
に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
、
青

少
年
の
非
行
問
題
（
ス
マ
ホ
に
関
す
る
問
題
・
薬
物

問
題
な
ど
）
に
精
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
を
通
じ
て
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
現
状
を
知
り
、
子
ど
も
た
ち
の
人
権
問
題
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　
７
月
25
日
㈭　
14
時
～
15
時
30
分

（
受
け
付
け
13
時
30
分
～
、
開
場
13
時
45
分
～
）

会　

場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
文
化
ホ
ー
ル

講　

師　
少
年
問
題
ア
ナ
リ
ス
ト
／
東
京
経
営
短
期

大
学
特
任
准
教
授
／
元
千
葉
県
警
察
上
席
少
年
補
導

専
門
員

上か
み
じ
ょ
う條

理り

え恵　
氏

定　

員　
３
５
０
人
（
先
着
順
、
事
前
申
し
込
み
不

要
）

参
加
費　
無
料

※
手
話
通
訳
有
り

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

上條　理恵　氏

　
参
加
者
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
「
酒
々
井
町
町
民
文
化
祭
」

が
、
10
月
27
日
㈰
か
ら
11
月
４
日

（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
に
出
品
や
出
演
を
希

望
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
・
個
人

の
方
々
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
日
頃
の
学
習
成
果
を
発
表
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
小
・
中
学
生
や
高

校
生
の
申
し
込
み
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　

　
ま
た
、
こ
の
文
化
祭
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
町
民
文
化
祭
運
営
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運

営
な
ど
を
行
い
、
出
品
・
出
演
者

主
体
で
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格　
町
内
在
住
、
ま
た
は

在
勤
の
方
、社
会
教
育
関
係
団
体
、

町
文
化
協
会
所
属
団
体

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
で
用
意

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
７
月
14
日
㈰

※
月
曜
日
は
公
民
館
が
休
館
日
の

た
め
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
中
央

公
民
館
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

オトナが知らない子どもの世界
           ～教育臨床からみた児童・生徒理解～

人権教育セミナー

　
町
中
央
公
民
館
で
は
、
酒
々
井

町
青
樹
堂
（
公
民
館
主
催
事
業
）

と
し
て
「
コ
ス
モ
ス
会
外
国
人
の

た
め
の
日
本
語
教
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
受
講
生
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
指
導

は
日
本
語
で
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。

日　

時　
原
則
毎
週
土
曜
日
の
14

時
～
16
時

７
月
は
６
日
㈯
、
13
日
㈯
、
20
日

㈯
に
実
施
予
定
で
す
。
８
月
は
お

休
み
、
９
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

会　

場　
中
央
公
民
館

内　

容　
指
導
員
作
成
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
教
材
を
用
い
て
日
本
語
の

読
み
書
き
の
指
導
、
日
本
語
で
の

会
話
の
指
導
、
お
互
い
の
国
の
文

化
交
流
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

し
て
い
る
た
め
、
謝
礼
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
し
込
み　
事
前
に
扱
う
言
語
が

分
か
る
と
、
指
導
の
準
備
が
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
見
学
か
ら
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か

し
、
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　
７
月
17
日
㈬

０
歳
児
⋮
10
時
～
10
時
30
分

１
歳
児
以
上
⋮
10
時
45
分
～
11
時

15
分

講　

師　
ド
レ
ミ
の
会　
伊
藤
先

生
・
宍
倉
先
生

持
ち
物　
飲
み
物
・
タ
オ
ル

親
子
と
も
に
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い

会　

場　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い　

問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

あ
い
あ
い
☎
（
２
９
０
）

９
７
９
０

  

〜
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を

　
　    

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

第
54
回

町
民
文
化
祭

「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

 

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
」

「
コ
ス
モ
ス
会
」

親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

スマホで読める 広報ニューしすい配信中

ＱＲコードから
「マチイロ」専用
アプリをダウン
ロード

マチを好きになるアプリ
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ラ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
誰
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
め
る
場
を
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
小
学
生
か
ら
高

齢
者
の
方
ま
で
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
に
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か

し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
が
や
さ
し
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

で
、
初
心
者
で
も
手
軽
に
、
気
軽

に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
写

真
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
体
験
で

き
ま
す
。
け
ん
玉
・
縄
跳
び
な
ど

の
道
具
も
あ
り
、
小
学
生
も
楽
し

く
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

＜７月の日程＞
 ３日㈬、10日㈬、
17日㈬、24日㈬、
31日㈬　　　　　

　
日
頃
の
ご
愛
願
に
感
謝
し
、
く

じ
引
き
を
行
い
ま
す
。

日　

時　
７
月
28
日
㈰　
６
時
40

分
～
７
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

会　

場　
役
場
駐
車
場

内　

容　
お
買
物
券
が
当
た
る
く

じ
引
き（
数
量
限
定・空
く
じ
無
し
）

主　

催　
朝
市
出
店
者
組
合

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
農
政

振
興
班
☎

３
４
３

朝
市
出
店
者
組
合
の

夏
の
ふ
れ
あ
い
感
謝
デ
ー

　

し
す
い
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、

誰
で
も
参
加
で
き
楽
し
く
過
ご
す

場
所
で
す
。
出
入
り
自
由
で
す
の

で
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日　

時　
７
月
27
日
㈯　
10
時
～

12
時

会　

場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

︻
ミ
ニ
講
座
︼

講　

師　
酒
々
井
町
消
費
生
活
相

談
員　
兵ひ

ょ
う
ど
う頭　

雅ま
さ
こ子

さ
ん

時　

間　
11
時
～
11
時
30
分

内　

容　
「
だ
ま
さ
れ
な
い
ぞ
！
」

～
狙
わ
れ
や
す
い
高
齢
者
～

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
役
場
西
庁
舎
１
階
）
☎

（
４
８
１
）
６
３
９
３

７
月
の
し
す
い
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
を
地
域
で
支
え
よ
う

毎
週
水
曜
日
　

　
酒
々
井
中
学
校
体
育
館
に
て
開
催
！

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

問
い
合
わ
せ

ソフトフットサル・フロアカーリング始めました!!

　
町
で
は
町
制
施
行
１
３
０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
江
戸
時
代
の

酒
々
井
宿
で
出
さ
れ
た
料
理
を

「
酒
々
井
宿
の
食
」
と
し
て
再
現

し
、
町
内
外
に
町
の
歴
史
と
文
化

の
一
端
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
「
酒
々
井
宿
の
食
」
を
郷
土
へ

の
理
解
へ
と
繋
げ
、
新
た
な
地
域

資
源
と
し
て
の
活
用
を
図
る
た

め
、
講
演
会
と
再
現
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。（
秋
頃
開
催
予
定
。

詳
細
は
広
報
８
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。）

　
ま
た
、
今
回
再
現
し
た
料
理
は

レ
シ
ピ
ブ
ッ
ク
と
し
て
書
籍
化
を

す
る
予
定
で
す
。

「
酒
々
井
宿
の
食
」
の
再
現
に
つ

い
て

　

江
戸
時
代
、
佐
倉
藩
城
下
の

酒
々
井
宿
に
は
、
参
勤
交
代
の
大

名
や
野
馬
御
用
の
旗
本
が
宿
泊
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
佐
倉
藩

は
、
大
名
や
旗
本
に
対
し
て
宿
泊

先
ま
で
豪
華
な
料
理
の
差
し
入
れ

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
包
括
連
携
協
定
を
結
ん

で
い
る
淑
徳
大
学
の
協
力
に
よ

り
、そ
れ
ら
を「
大
名
御
膳
」、「
旗

本
御
膳
」
と
し
て
再
現
の
試
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
大
学
で
は
看
護
栄
養
学
部
の

教
員
を
中
心
に
、
佐
倉
藩
の
記
録

か
ら
料
理
名
・
レ
シ
ピ
を
検
討
・

考
察
。「
鯛
」「
ア
ワ
ビ
」
な
ど
の

高
級
食
材
の
料
理
や
、
菓
子
十
種

類
の
復
元
と
と
も
に
、
盛
り
付
け

用
の
漆
の
椀
や
膳
の
考
証
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

「
酒
々
井
宿
の
食
」

　
　
　
　
　
講
演
会
・
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

2019 年秋
開催予定

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
歴
史
文
化

資
源
活
用
担
当
☎

２
０
６

漆器の椀とお膳 再現した御膳
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「
第
49
回
朝
日
旗
争
奪

関
東
団
地
少
年
野
球
大
会

千
葉
支
部
大
会
（
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
）」の
決
勝
戦
が
４

月
28
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
千
葉
市
の
チ

ー
ム
と
対
戦
し
、
酒
々
井

ビ
ッ
グ
ア
ロ
ー
ズ
が
初
回

か
ら
小
刻
み
に
毎
回
得
点

し
、
走
攻
守
の
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
で
勝
利
し
て
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
11

日
に
行
わ
れ
た
関
東
１
都
３
県
、

代
表
４
チ
ー
ム
に
よ
る
中
央
大
会

に
千
葉
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

準
優
勝
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

朝日旗争奪関東団地少年野球大会
　千葉支部大会　ジュニアの部（５年生以下）

　
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な
普
及
発
展

に
貢
献
し
た
方
や
、
各
種
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
を
表
彰

す
る
「
町
体
育
協
会
表
彰
式
」
が

５
月
11
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
軟
式
野
球
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
専
門
部
か
ら
推
薦
の
あ

っ
た
功
労
者
２
人
と
、
印
旛
郡
市

民
体
育
大
会
で
優
勝
し
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム
な
ど
、
１
団

体
、
個
人
７
人
が
優
秀
選
手
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
章
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
功
労
表
彰
】

飯は
ん
だ田　

芳よ
し
お朗

（
軟
式
野

球
）

古ふ
る
い井　

正ま
さ
ふ
み文

（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
）

【
優
秀
選
手
表
彰
】

印
旛
郡
市
民
体
育
大
会　
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
チ
ー
ム

柴し
ば　

文ふ
み
ひ
と人

（
陸
上
競
技
）

山や
ま
も
と本　

竜た
つ
や也

（
陸
上
競
技
）

吉よ
し
お
か岡　

詩し
い
か果

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
）

遠え
ん
ど
う藤　

空く
う
る流

（
空
手
道
）

矢や

の野　
舞ま

い
か夏

（
空
手
道
）

小こ
い
で出　

亜あ

や

め
弥
芽
（
空
手
道
）

佐さ
と
う藤　

順じ
ゅ
ん
こ子

（
空
手
道
）

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

町
体
育
協
会
表
彰

町
体
育
協
会
表
彰

町
体
育
協
会
表
彰

写真前列右から吉岡詩果さん、
矢野舞夏さん、小出亜弥芽さん、
後列右から、古井正文さん、バ
レーボール男子チーム代表大岸
武志さん、飯田芳朗さん、佐藤
順子さん

酒
々
井
ビ
ッ
グ
ア
ロ
ー
ズ

　
　
見
事
優
勝
！

◆入会してみようかな？ 
入会の理由で多いのは
　健康のため・小遣い程度の収入が欲しい・地元への貢献

入会してみた感想で多いのは
　自分のペースで就業出来る・良い仲間と知り会えた・益々健康

60歳以上で、働く意欲のある方なら入会OKです　
～お気軽に☎で相談してください～

公益社団法人　酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井 167-5　　☎043-496-4077（土日祝☎受付は休みです）

現在会員は　男性 121 名　女性 31名　平均年齢は 72.8 歳です

広告
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　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付を
いただきました。（敬称略）
(金銭) ・森田　健二　　　　　　　　　　　　　　　　１万円
　　　・ハワイアンフェスティバル参加者一同　　　６千56円
　　　・匿名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２千円
　　　・匿名４件　　　　　　　　　　　　　　　　各１千円

ありがとう

文芸コーナー

俳 句

短 歌
銀ぎ

ん
ら
ん蘭

を
見
ん
と
ぞ
友
ら
と
春
の
陽
の
の
ど
け
き
宿し

ゅ
く
う
ち内

公こ
う
え
ん園

め
ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
村
尾
み
ち
子

「
今
着
い
た
」
短
き
メ
ー
ル
の
届
き
た
り
子
ら
の
帰
り
路じ

案
じ
て
を
れ
ば　
　
　
　
増
田　
冴
子

万
葉
の
歌
に
詠
ま
る
る
か
た
か
ご
の
花
を
見
ん
と
ぞ
三み

か
も毳

の
山
に　
　
　
　
　
　
　
山
内　
千
枝

母
の
日
に
届
け
ら
れ
た
る
山
紫
陽
花
歳
月
経
り
て
よ
う
や
く
咲
き
ぬ　
　
　
　
　
　
竹
下　
康
子

さ
く
ら
咲
き
日
本
の
春
の
き
ら
び
や
か
短
き
花
の
命
は
か
な
き　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
丸　
幸
子

日
本
晴
れ
男お

の
こ子

こ
ゝ
ぞ
と
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　
正
井　
和
子

青あ
お
た
か
ぜ

田
風
巡
り
始
め
し
露
天
の
湯　
　
　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

流
鏑
馬
の
薫
風
裂
き
て
音
高
く　
　
　
　
　
　
樺
山　
資
亮

月が
っ
さ
ん山

や
水
音
残
し
谷た

に

若わ
か
ば葉　

　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　
遊
琴

新
緑
の
ト
ン
ネ
ル
に
入
り
歩ほ

を
緩
む　
　
　
　
迎
田　
正
子

藤
の
花
揺
ら
し
て
落
つ
る
沢
の
水　
　
　
　
　
荒　
　
裕
子

野の

べ辺
送
り
済
み
し
日ひ

か
ず数

や
梅う

め

は
実み　
　
　
　
　
榎　
　
利
美

春
季
町
民

　 
　
卓
球
大
会

　
春
季
町
民
卓
球
大
会
が
５
月
19

日
、
酒
々
井
小
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
54
人
が

参
加
し
、
各
部
門
に
わ
か
れ
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
入
賞
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
一
般
男
子
】

優　

勝　
清し

み
ず水　

朗
あ
き
ら

準
優
勝　
斉さ

い
と
う藤　

大は
る
き耀

第
３
位　
佐さ

さ

き
々
木　
宏ひ

ろ
み
つ光

　
　
　
　
渡わ

た
な
べ辺　

佑ゆ
う
い
ち一

【
一
般
女
子
】

優　

勝　
竹た

け
ざ
わ澤　

節せ
つ
こ子

準
優
勝　
石い

し
の埜　

京き
ょ
う
こ子

第
３
位　
藤ふ

じ
え江　

寿す

み

こ
美
子

　
　
　
　
真ま

が
ら柄　

八や

え

こ
重
子

【
中
学
生
男
子
】

優　

勝　
酒さ

か
い井　

淳じ
ゅ
ん
の
す
け

之
介

準
優
勝　
長は

せ
が
わ

谷
川　
甲こ

う
た
ろ
う

太
郎

第
３
位　
菅す

が
わ
ら原　

直な
お
や弥　

　
　
　

　
　
　
　
松ま

つ
お
か岡　

拓た
く
ま真

【
中
学
生
女
子
】

優　

勝　
山や

ま
く
ら倉　

実み

み美

準
優
勝　
庄し

ょ
う
じ
ま島　

史ふ
み
か花

第
３
位　
田た

ぼ保　
杏あ

ん
り梨

　
　
　
　
柚ゆ

の
き木　

美み

づ

き
都
葵

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
】

優　

勝　
斉さ

い
と
う藤

・
庄

し
ょ
う
じ
ま島

準
優
勝　
藤ふ

じ
え江

・
後ご

と
う藤

第
３
位　
赤あ

か
い井

・
田た

ぼ保

　
　
　
　
横よ

こ
ぎ木

・
小こ

さ
か坂

　
吹
き
抜
け
る
風
が
心
地
よ
く
感

じ
ら
れ
た
５
月
20
日
、
町
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
大
会
が
大
室
台
小
学
校

を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

36
組
１
１
２
人
の
参
加
者
は
、

優
勝
を
目
指
し
て
元
気
よ
く
ス
タ

ー
ト
。
約
５
㎞
の
コ
ー
ス
に
用
意

さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、

ク
イ
ズ
に
答
え
た
り
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
な
が
ら
、
新
緑
の
街
の

中
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
家
族
で
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
歩
い
て
楽
し
か
っ
た
。」

「
歩
い
た
こ
と
の
な
い
道
を
歩
け

て
、
新
た
な
発
見
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

歩
き
な
が
ら
楽
し
く
ゲ
ー
ム

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

第31回

大室台小学校からスタートする参加者たち
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

　

10
月
に
各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
受
診
し
て
い
な
い
方
、
お
よ
び
初
め
て

受
診
す
る
方
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
受
診
希
望
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
の
種
類

・
結
核
・
肺
が
ん
検
診
（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
）

・
胃
が
ん
検
診
（
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
）

・
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

対　

象　
肺
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大

腸
が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
（
昭
和
54
年
12
月

31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

結
核
検
診
は
65
歳
以
上
（
昭
和
29
年
12
月
31

日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

検
診
会
場
お
よ
び
日
程　

保
健
セ
ン
タ
ー　
10
月
８
日
㈫
～
12
日
㈯
、

15
日
㈫
、
18
日
㈮
～
21
日
㈪

隣
保
館　
10
月
16
日
㈬

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
10
月
17
日
㈭

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
11
時

申
し
込
み
が
必
要
な
方　
町
の
検
診
を
初
め

て
受
け
る
方
、
お
よ
び
平
成
30
年
度
に
町
の

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方

申
込
期
限　
９
月
27
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検

診
名
）
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
電
話
②
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
③
Ｅ
メ
ー
ル

④
は
が
き
（
９
月
27
日
㈮
必
着
）
⑤
フ
ァ
ク

ス検
診
費
用

結
核
・
肺
が
ん
検
診　
　
　
　
　
３
０
０
円

胃
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

大
腸
が
ん
検
診　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方

①
75
歳
以
上
（
昭
和
19
年
12
月
31
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方
⋮
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
⋮
検
診
当
日
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
⋮
９
月
27
日
㈮

ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
印
鑑
を
持

参
の
う
え
免
除
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
除
申
請
は
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
お

受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
、
お
よ
び
昨
年

受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
９
月
中
旬
か
ら
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。

・
混
雑
を
避
け
る
た
め
通
知
さ
れ
た
指
定
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
中
央
台
４

－

10

－

１☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

（
４
９
６
）
８
４
５
３

kenkou@
tow

n.shisui.chiba.jp

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

読
み
込
め
ま
す
。

が
ん
検
診
の
申
し
込
み
受
け
付
け
中
!!

妊
婦
乳
児
支
援
タ
ク
シ
ー
を
始
め
ま
す
！

　
妊
産
婦
や
乳
児
が
健
診
な
ど
で
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
た
際
に
運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
を
始
め
ま
す
。

対　

象　
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
限
り
次
の
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

・
平
成
30
年
４
月
２
日
以
降
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
、
お
子

さ
ん
を
出
産
し
て
い
る
方

※
対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

助
成
内
容
・
利
用
方
法

・
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
（
５
０
０
円
×
10

枚
）
を
交
付
し
ま
す
。

・
町
の
協
力
事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し
た
際
、
母
子
健
康
手

帳
と
利
用
助
成
券
を
運
転
手
に
提
示
し
、
料

金
を
支
払
う
と
き
に
利
用
助
成
券
を
お
渡
し

く
だ
さ
い
。

利
用
期
間　
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
か
ら
出

産
予
定
日
の
１
年
後
ま
で
。
令
和
元
年
度
に

限
り
対
象
と
な
る
方
は
、
利
用
期
間
が
異
な

り
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
時
に
必
要
な
も
の
を
持
参

し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
印
鑑

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
運
転

免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　あなたの心の想いや悩みをお話し
ください。あなたの言葉に耳を傾け
る、個別相談です。
日　程　７月19日㈮、９月20日㈮、
11月15日㈮、令和２年１月17日㈮、
３月13日㈮
時　間　13時〜16時※予約制
対　象　自死遺族の方で、原則とし
て千葉県在住の方
内　容　１面接50分、継続相談あ
り。
※精神治療を受けている方は、治療
者の了解を得てください。
会　場　千葉県印旛合同庁舎２階
佐倉市鏑木仲田町８−１
交　通　ＪＲ佐倉駅下車、徒歩15
分※駐車場あり
申し込み・問い合わせ　社会福祉法
人千葉いのちの電話事務局
☎︎（２２２）４４１６
平日　９時から17時

自死遺族支援
「対面相談」
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公
的
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
の
な
か
っ
た
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を

対
象
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検

査
お
よ
び
風
し
ん
定
期
予
防
接
種（
第
５
期
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

ま
す
。
検
査
希
望
者
が
医
療
機
関
に
集
中
し

て
混
乱
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
ク
ー

ポ
ン
券
の
発
行
は
段
階
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、通
知
お
よ
び〈
表
〉

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
に
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

組
合
や
共
済
組
合
な
ど
で「
特
定
健
康
診
査
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
血
圧
が
ち
ょ
っ
と
高
い
」「
少
し
太
り
ぎ

み
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
ち
ょ
っ
と
高
め
」
の
検
査
項
目
が
多
い
と
、

脳
卒
中
や
心
疾
患
に
な
る
危
険
が
非
常
に
高

く
な
り
ま
す
。

　
「
特
定
保
健
指
導
」
は
特
定
健
康
診
査
の

結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）、
ま
た
は
そ
の
予
備
群
と

判
定
さ
れ
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
生
活

習
慣
病
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
方
に
対
し

て
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
）
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
も
の
で
す
。

　
６
月
に
町
の
特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
方

で
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方
に

は
、
７
月
下
旬
に
「
特
定
保
健
指
導
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
特
定
保
健
指
導
を
利
用

し
た
方
の
う
ち
、
腹
囲
は
６
割
、
体
重
は
７

割
の
方
が
減
少
し
、
半
数
の
方
の
検
査
数
値

が
改
善
し
ま
し
た
。

　
「
生
活
習
慣
を
見
直

し
た
い
」「
少
し
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
し
た
い
」「
検

査
の
数
値
を
改
善
し
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

血
液
は
長
期
間
保
存
が
で
き
な
い
た
め
、

年
間
を
通
じ
て
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
毎
年
夏
季
は
、
長
期
休
暇
な
ど

に
よ
り
学
校
や
企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
の
献

血
へ
の
ご
協
力
が
得
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
10
年
間
で
10
代
・
20
代
・
30

代
の
献
血
者
数
が
約
30
％
減
少
す
る
な
ど
、

若
者
の
献
血
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
方
々
を
支

え
て
い
く
た
め
に
は
、
各
年
代
層
を
は
じ

め
、
若
者
の
献
血
へ
の
ご
協
力
が
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
隣
の
献
血
会
場　

・
モ
ノ
レ
ー
ル
ち
ば
駅
献
血
ル
ー
ム

千
葉
市
中
央
区
新
千
葉
１

－

１

－

１ 

千
葉

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
千
葉
駅
構
内

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
９
９
２
８

・
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
献
血
ル
ー
ム
（
千
葉

市
）

千
葉
市
美
浜
区
浜
田
２

－

１　
千
葉
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
９
９
２
８

町
で
実
施
す
る
献
血
の
予
定

日　

時　
10
月
17
日
㈭
、
令
和
２
年
２
月
27

日
㈭

13
時
30
分
～
16
時

会　

場　
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

※
献
血
は
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
予
定
で

す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

【
風
し
ん
の
追
加
的
対
策
】

風
し
ん
抗
体
検
査・風
し
ん
予
防
接
種

　
　
　
　
　

  （
第
５
期
）の
お
知
ら
せ

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
撃
退
！

「
特
定
保
健
指
導
」

「
さ
あ
行
こ
う 

未
来
を
つ
な
ぐ 

献
血
へ
」

７
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
月
間
で
す
！

対　象
昭和47年4月2日〜
昭和54年4月1日生の男
性

昭和37年4月2日〜
昭和47年4月1日生の男
性

クーポン
送付時期

令和元年度クーポン券
対象※４月 30 日時点
で町に住所がある方に
クーポン券を５月末に
送付しています。

令和２、３年度クーポ
ン券対象※令和元年度
に検査を希望する場合
は、保健センターにご
連絡ください。

抗体検査
予防接種
実施機関

全国の受託医療機関
※クーポン券が使える医療機関一覧については、
厚生労働省ホームページでご確認ください。

費　用 無料　※ただし、クーポン券の提出が必要です

＜表＞風しんの追加的対策の概要

　
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
体
も
変
化
し
て
き

ま
す
。
毎
日
を
い
き
い
き
と
過
ご
す
ヒ
ン
ト

を
学
び
ま
し
ょ
う
。

健
康
太
極
拳

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で
、
太
極
拳
を
行

い
ま
す
。

期　

日　
８
月
５
日
㈪
、19
日
㈪
、26
日
㈪
、

９
月
２
日
㈪
全
４
回

時　

間　
10
時
～
11
時
30
分

講　

師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
太
極
拳
協
会　

師
範　
青
山　
瑠
璃
子
さ
ん

定　

員　
25
人

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い

服
装

対　

象　
65
歳
以
上
の
方

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
２
多
目
的
室

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
い
た

だ
く
か
、
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
24
日
㈬

※
申
し
込
み
締
め
切
り
後
に
抽
選
し
、
参
加

の
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い

※
通
院
さ
れ
て
い
る
方
は
、
一
部
参
加
で
き

な
い
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

 

65
歳
か
ら
の

　

  

健
康
づ
く
り
講
座
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

今月の行事

　　予防接種　委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ・
３種混合・４種混合・日本脳炎・ヒブ・小
児用肺炎球菌・水痘・B型肝炎

小学校６年生 ジフテリア破傷風混合
小学校６年生～
高校 1年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

成人 肺炎球菌・麻しん風しん混合

◎印旛郡市小児初期急病診療所（0 ～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時～23時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～２３時
☎＃7009　ダイヤル電話からは０３（6735）8305

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

診療日時
診　療　日 診療時間
月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
　　  ９時～17時
　　 19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　　科  ７月15日 10時～17時

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
普
及
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座　
Ａ
コ
ー
ス

　
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肥

満
予
防
や
脳
の
活
性
化
を
促
す
だ
け
で
な

く
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
に
も
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
県
の
豊
富

な
農
産
物
を
利
用
し
た
よ
く
か
む
お
弁
当
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

応
募
資
格　
①
千
葉
県
内
に
在
住
、
在
勤
、

在
学
さ
れ
て
い
る
方
②
コ
ン
ク
ー
ル
当
日

（
11
月
24
日
㈰
）
に
参
加
可
能
な
方

応
募
作
品
の
規
定

・
子
ど
も
向
き
の
お
弁
当

・
家
庭
や
集
団
で
利
用
で
き
る

・
よ
く
か
ん
で
味
わ
え
る
メ
ニ
ュ
ー

・
１
人
分
６
０
０
円
前
後
の
食
材
と
す
る

・
千
葉
県
の
農
水
産
物
を
利
用
す
る

・
手
軽
に
作
れ
る
弁
当
メ
ニ
ュ
ー

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、
お
弁
当

２
人
分
の
献
立
を
記
入
の
う
え
、
自
分
で
作

っ
た
お
弁
当
１
個
分
の
写
真
と
返
信
用
封
筒

（
宛
先
を
記
入
し
、
82
円
切
手
を
貼
付
）
を

同
封
し
、
応
募
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　
９
月
13
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　
（
一
般
社
団
法
人
）

千
葉
県
歯
科
衛
生
士
会

〒
２
６
１

－

０
０
０
２　
千
葉
県
千
葉
市
美

浜
区
新
港
32

－

17　
千
葉
県
口
腔
保
健
セ
ン

タ
ー
内

（
２
４
１
）
９
９
０
３

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

 http://w
w

w
.chiba-dha.net　

※
応
募
用
紙
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
も
あ

り
ま
す
。

料
理
コ
ン
ク
ー
ル　

～
健
康
か
み
か
み
弁
当
～

か
む
子・の
び
る
子・元
気
な
子

日 内　　　容 時　間・会　場

4日㈭
乳
児
相
談

10カ月児
Ｈ30. 8月生

受付
10時～11時
中央公民館

4カ月児
Ｈ31. 2月生

受付
13時30分～14時30分
中央公民館

11日㈭ 3歳児健康診査
H27.12月・H28.1月生

受付
12時45分～13時15分
中央公民館

1日㈪
8日㈪
22日㈪
29日㈪

健康相談・歯科健康相談 9時30分～11時
保健センター

　
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の

サ
ー
ク
ル
や
町
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
一
緒
に

体
操
を
す
る
「
し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
普
及
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
体
操
で
す
。

　
体
操
の
制
作
者
で
あ
る
三
橋
好
子
氏
か
ら

体
操
の
指
導
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
が
学
べ
ま

す
。
全
３
回
修
了
の
方
に
は
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対　

象　
町
内
在
住
で
「
し
す
い
ハ
ー
ト
体

操
」
の
普
及
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

日　

程　
８
月
27
日
㈫
、
９
月
３
日
㈫
、
10

日
㈫　
全
３
回

時　

間　
13
時
～
15
時

内　

容　
し
す
い
ハ
ー
ト
体
操
実
技
、
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
、
簡
単
な
体
操

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い

服
装

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
２
多
目
的
室

定　

員　
25
人
（
申
し
込
み
先
着
順
）

費　

用　
無
料

申
込
方
法　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
い
た

だ
く
か
、
直
接
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
８
月
16
日
㈮

※
参
加
の
決
定
さ
れ
た
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

※
毎
回
血
圧
測
定
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
血
圧
が
高
い
、
体
に
痛
み
が
あ
る
、
ま
た

医
師
か
ら
運
動
の
制
限
に
つ
い
て
指
示
が
出

て
い
る
場
合
は
参
加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
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土地・家屋価格等帳簿の縦覧　4月1日㈪～5月7日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　　 4月1日㈪～随時
平成31年度の固定資産税納税通知書は4月10日㈬に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班☎　114・115内

納付期限
7月31日㈬まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第２期
第１期
第１期
第１期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

7月の

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
４日㈭、18日㈭ 　13時〜16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

社会福祉協議会☎︎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談
11日㈭、25日㈭　13時〜16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

人権相談 ９日㈫　13時〜16時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室☎︎ １３７

身体障害者相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時 健康福祉課福祉班☎︎ １３８
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時 健康福祉課福祉班☎︎ １３８
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時
印旛健康福祉センター☎︎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　     （２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎︎ １３５

子ども相談（町） ９日㈫　13時〜15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎︎ １３７

子ども相談（県）
月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎︎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時 学校教育課学校教育班☎︎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 月曜日〜金曜日（祝休日を除く）　９時〜17時 生涯学習課社会教育班☎︎（４９６）５３３４
※相談を希望される場合は、事前にご連絡ください。

消費生活相談
２日㈫、９日㈫、16日㈫、23日㈫
10時〜15時　役場中央庁舎１階会議室 経済環境課商工観光班☎︎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日〜金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時〜17時　中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎︎（４８１）７０２１
中央保育園☎︎（４９６）１２７４

年金相談 11日㈭　10時〜15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎︎ １２１・１２２

自 衛 官 募 集
応　募　対　象 応 　 募 　 資 　 格 受　付　期　間

航空学生
海：18 歳以上 23 歳未満の者（高卒者（見込み含む）、また
は高専 3 年次修了者（見込み含む））
空：18 歳以上 21 歳未満の者（高卒者（見込み含む）、また
は高専３年次修了者（見込み含む）） ７月１日㈪〜９月６日㈮

一般曹候補生 18 歳以上 33 歳未満の者（32 歳の者は、採用予定月の末日
現在、33 歳に達していない者）

自衛官候補生
18 歳以上 33 歳未満の者（32 歳の者は、採用予定月の 1 日
から起算して３月に達する日の翌月の末日現在、33 歳に達
していない者）

年間

防衛大学校学生
推薦

18 歳以上 21 歳未満の高卒者（見込み含む）、または高専３
年次修了（見込み含む）で、成績優秀かつ生徒会活動など
に顕著な実績を修め、学校長が推薦できる者 ９月５日㈭〜９月９日㈪

総合選抜 18 歳以上 21 歳未満の者（自衛官は 23 歳未満）
高卒者（見込み含む）、または高専３年次修了者（見込み含む）一般

９月５日㈭〜９月30日㈪防衛医科大学校医学科学生
18 歳以上 21 歳未満の高卒者（見込み含む）、または高専３
年次修了者（見込み含む）防衛医科大学校看護学科生

（自衛官候補看護学生 )
※詳細は自衛官募集ホームページなどでご確認ください。
問い合わせ　自衛隊成田地域事務所☎︎０４７６（２２）６２７５
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　酒々井町を中心に創作活動を続けて
いる作家の芸術性豊かな作品を展示し
ます。（絵画・書道・彫刻）
日時　７月４日㈭〜７日㈰・９日㈫　
９時〜17時
会場　中央公民館講堂
主催　酒々井町文化協会
後援　酒々井町教育委員会
問い合わせ　酒々井町文化協会　伊東
☎（４９６）０４４８、☎０９０（４
００５）３７１０

 
　認知症は、誰でもなる可能性がある
身近な病気です。この機会に認知症に
ついての理解を深めませんか？入場無
料、申し込みは不要です。
テーマ　「そうだったのか！！認知症
の方の心理と行動」
日時　７月19日㈮　13時30分〜15時
（受け付け13時〜）
会場　中央公民館2階研修室　
講師　千葉大学医学部附属病院認知症
疾患医療センター臨床心理士　清水啓
介さん
問い合わせ　地域包括支援センター（役
場西庁舎１階）☎（４８１）６３９３

　移動交番は各種届
け出の受理や周辺の
警戒、巡回パトロー
ルなどを行い、地域
の実情に沿った情報
発信や犯罪抑止活動
を行います。
開設予定日時と場所
ＪＲ酒々井駅前交流センター
　７月11日㈭　14時〜15時30分
　７月31日㈬　10時〜11時30分
酒々井プレミアム・アウトレット
　７月６日㈯　14時〜15時30分
　７月25日㈭　14時〜15時30分
スーパータイヨー酒々井店
　７月４日㈭　10時〜11時30分
　７月22日㈪　14時〜15時30分
※開設日は変更する場合があります。 
問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交
番係☎（４８４）０１１０

7月の移動交番開設日

お知らせ

　社会福祉協議会では、７月１日㈪か
ら31日㈬までの１カ月間、行政連絡員
を通じて一般会費の納入をお願いして
います。
　この会費は、社会福祉協議会が地域
に根ざした福祉活動を行うための大切
な財源となります。
　住民の皆さんのご協力をお願いします。
問い合わせ　社会福祉協議会☎（４９
６）６６３５

 （２０１９年市町村振興宝くじ）
１等・前後賞合わせて７億円！
販売期間　７月２日㈫〜８月２日㈮
抽選日　８月14日㈬
　ご購入は、ぜひ“千葉県内”の宝く
じ売り場で！！
　この宝くじの収益金は、市町村の明
るく住みよいまちづくりや地域住民の
福祉向上のために使われます。
 

　家庭の電気使用量の約13％を占める
照明器具をＬＥＤに交換することで、
地球温暖化の原因となる二酸化炭素の
排出量の削減につながります。スマー
トに省エネ・節電に取り組んでみませ
んか？
　キャンペーン実施期間中に、ＬＥＤ
の照明器具（シーリングライトやペンダン
トライト）に買い替えた家庭を対象に、
抽選で50名様に「食のちばの逸品を発
掘２０１９」受賞品を差し上げます。
参加方法
①チラシを入手する。
（チラシは各地域振興事務所県政コー
ナーや市町村環境関係窓口で配布する
ほか、県ホームページからダウンロー
ドできます。）
②ＬＥＤの照明器具（シーリングライト
またはペンダントライト）に買い替える。
③チラシの応募用紙に必要事項を記入
した上で、購入日と購入した製品の型
番が記載されている購入を証明する書
類（レシートや納品書などのコピー）
とともに、郵送、ファクスまたは県
ホームページから報告する。
実施期間　７月１日㈪〜９月30日㈪まで

社会福祉協議会一般会費に
ご協力をお願いします

募　集

我が家の照明LED化
キャンペーン2019

サマージャンボ宝くじ

報告期限　10月７日㈪まで（消印有効）
報告先・問い合わせ　千葉県循環型社
会推進課　〒２６０－８６６７　千葉
市中央区市場町１－１　☎（２２３）
４６４５　 （２２１）３９７０
「我が家　ＬＥＤ」で県ホームページ
のサイトを検索

　社会福祉協議会ではワンコインサー
ビス事業を行っており、ボランティア
の方を募集しています。「地域の役に
立ちたいと思いながら何をしていいの
かわからない」「定年退職後のボラン
ティア活動として、できることから始
めたい」といった方など、興味のある
方はぜひ登録をお願いします。
ワンコインサービスとは
　町内居住で70歳以上のひとり暮らし
の高齢者、または高齢者世帯の方など
の、日常生活のちょっとした困りごと
（電球の交換やゴミ捨てなど）のお手
伝いを有償で行います。
問い合わせ　社会福祉協議会☎（４９
６）６６３５
 
 
　令和２年４月１日付けで採用する職
員を次のとおり募集します。
採用予定　消防職８人程度、救急救命
士３人程度
試験　印旛郡市職員採用共同試験
試験日　９月22日㈰
会場　佐倉市立佐倉中学校
受付期間　７月29日㈪〜８月13日㈫　
９時〜17時（土日祝日除く）

（郵送の場合は、８月13日㈫消印有効）
※申込書は、各消防署、出張所の窓口
で７月上旬から配布する予定です。
受験資格
【消防職】平成３年４月２日から平成
14年４月１日生まれ　
【救急救命士】平成３年４月２日から
平成12年４月１日までに生まれた方で、
救急救命士資格取得者または令和２年
春季までに資格取得見込者
※他にもいくつか受験資格の制限があ
りますので、詳しくはお問い合わせく
ださい。
※消防職、救急救命士とも学歴は問い
ません。
申し込み・問い合わせ　佐倉市八街市
酒々井町消防組合消防本部総務課
☎（４８１）１１９０

ワンコインサービス
登録ボランティア募集

佐倉市八街市酒々井町
消防組合職員募集

第35回  酒々井町美術展

酒々井町認知症講演会
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※小学３年生以下は保護者同伴で参加
してください。
※当日は必ず保険証などの身分証明書
をお持ちください。
※帰りは13時ごろの予定です。なお昼
食はありません。
①②ともに
申込締切　　７月16日㈫
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　中学生と高校生を対象にボランティ
アスクールを開催します。
千葉県西部防災センター（松戸市）で
の防災・応急救護体験
期日　８月７日㈬
集合　８時15分までに役場駐車場の町
バス前に集合
定員　30人（申し込み先着順）
参加費　１人３００円（当日集金）
※昼食にお弁当を用意します。
※帰りは15時30分ごろの予定です。
申込締切　７月31日㈬
申し込み・問い合わせ　社会福祉協議
会☎（４９６）６６３５

　町内の障がい者同士の交流を図るた
め「ひなげしの会」を開催します。
　手をつなぐ親の会と町心身障害者福
祉会の出し物やボランティアによる手
話ダンス、参加者全員でのゲーム大会
など楽しく過ごしていただけるような
プログラムを計画しています。
　町内在住の障がいをお持ちの方はど
なたでも参加できますので、お気軽に
ご参加ください。
日時　７月27日㈯　10時〜13時
※昼食をご用意します。
会場　中央公民館講堂
申込締切　７月12日㈮
申し込み　社会福祉協議会☎（４９６）
６６３５

 

　印旛郡市文化財センターが、昭和
59年の設立から35周年を迎える今年、
現在日本で唯一の出土品である「ムサ
サビ形埴輪」に焦点をあてた企画展を

　この講座は印旛沼流域内・外の方々
に、印旛沼および流域における動植物
の生態系や歴史・文化などについて、
深く理解してもらうことを目的に毎年
度数回に分けて開催しています。
日時　８月３日㈯　14時〜16時30分
会場　ミレニアムセンター佐倉ホール
講師　内田　儀久（佐倉市史編さん委
員）
定員　１００人（申し込み先着順）
申込方法　電話またはＥメール
申込期間　７月８日㈪〜８月１日㈭
８時30分〜17時
主催　佐倉市・公益財団法人印旛沼環
境基金
申し込み・問い合わせ　佐倉市役所　
生活環境課☎（４８４）４２７８

 seikatsukankyo@city.sakura.lg.jp

　小学生の親子を対象に、ボランティ
ア講座を開催します。
①親子で作ってみよう！体にやさしい
料理教室
日時　７月26日㈮　９時30分〜13時ご
ろ（作ったメニューを試食します。）
会場　中央公民館調理室
講師　栄養士　小別当ひろ子さん
定員　20人（申し込み先着順）
参加費　１人３００円（申込用紙に、
参加費を添えてお申し込み下さい。）
持ち物　エプロン・三角巾
※保護者同伴で参加してください。
※すべりにくい履物でお越し下さい。
②空港×ボランティア見学
～自分達にできることを考えよう～
期日　８月６日㈫
会場　成田空港
内容　空港の視察を兼ねて、空港内で
ボランティア活動をされている方の話
を聞き、ボランティアへの理解を深め
ます。
集合　８時15分までに役場駐車場の町
バス前に集合
定員　30人（申し込み先着順）
参加費　無料

朝市 夕市

木曜市
木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催
朝　市＝役場駐車場（6時30分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）インフォメーション

催し・講座
開催します。入場料は無料です。
　また10月５日㈯13時15分から国立歴
史民俗博物館講堂にて、印旛郡市文化
財センター主任調査研究員の根本岳史
氏、東京学芸大学教授の日高慎氏をお
招きして記念講演会を開催します。ふ
るってご参加ください。
会期　７月８日㈪〜令和２年６月19日
㈮　平日９時〜17時
会場　印旛郡市文化財センター考古資
料展示室
問い合わせ　（公財）印旛郡市文化財
センター☎（４８４）０１２６
 

日時　７月22日㈪、７月29日㈪、８月
19日㈪、８月26日㈪　いずれも10時〜
12時
会場　千葉県動物愛護センター（富里
市御料７０９－１）
内容　⑴動物愛護センター施設見学⑵
その他猫のお世話体験など
対象　小学４年生から６年生までの児
童とその保護者（対象児童の兄弟の参
加については、見学のみ）
定員　各日児童６人
申込期間　７月16日㈫〜開催前日
問い合わせ　千葉県動物愛護センター
☎０４７６（９３）５７１１

日時　７月25日㈭※悪天候の場合は26
日㈮に順延（１回目：９時集合、２回
目：11時集合、３回目：13時30分集合）
※陸上での講義45分、乗船30分となり
ます。受け付けは開始30分前からです。
会場　佐倉ふるさと広場（チューリッ
プ広場）
対象　印旛沼流域市町在住の方
定員　各回40人（合計１２０人）
参加費　１００円（保険料込み）
申込方法　往復はがきに、①第１希望
回②第２希望回③参加人数（１枚５人
まで）④乗船希望者全員の氏名、年
齢、性別、住所、電話番号を明記し郵
送してください。
申込締切　７月９日㈫消印有効
申し込み・問い合わせ　（公財）印旛
沼環境基金☎（４８５）０３９７
〒２８５－８５３３　佐倉市宮小路町
12番地 

体験してみませんか
夏休み！親子ボランティア講座

障がい者同士の交流を
『ひなげしの会』のご案内

中学生・高校生向け
夏休みボランティアスクール

印旛郡市文化財センター
設立35周年企画展

印旛のはにわ〜どうしてムササビ？〜

千葉県動物愛護センター
親子体験教室の開催

印旛沼観光船による
印旛沼観察会

印旛沼環境基金公開講座
テーマ：文化



26

【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日　28日㈰　8:30 〜 12:00

子育て支援センター　あいあい
子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー 7月

◆
発
行
・
編
集
／
酒
々
井
町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
班

〒
285－

8510　
千
葉
県
印
旛
郡
酒
々
井
町
中
央
台
４
－
11

☎
043（

49
6）
1171　

◆
毎
月
１
回
１
日
発
行

人
口
と
世
帯
数
 令
和
元
年
６
月
１
日
現
在
※
（
 ）
内
は
前
月
比

人
口
 20,759人

（
－
23）
男
 10,304（

－
10）
女
 10,455（

－
13）

世
帯
数
 9,839 （

－
12）

人
口
と
世
帯
数
 平
成
31年

２
月
１
日
現
在
※
（
 ）
内
は
前
月
比

人
口
 20,824人

（
－
6）
男
 10,348（

＋
8）
女
 10,476（

－
14）

世
帯
数
 9,814 （

－
7）

広
報
ニ
ュ
ー

し
す
い

広
報
ニ
ュ
ー

し
す
い

◆
 酒
々
井
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.tow

n.shisui.chiba.jp/
※
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
た「
声
の
広
報
」は
、社
会
福
祉
協
議
会

☎（
496）6635

日　　時 内　　　容
 1 日 ㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
 8 日 ㈪ 10時30分 作って遊ぼう『クリアじょうご』　

 9 日 ㈫ 10時
編みむめも
※かぎ針と毛糸のある方はお持ちく
ださい

10日 ㈬ 10時30分 音楽で遊ぼう（国吉さん）

17日 ㈬ 10時 親子でリトミック
※詳細は16ページ

18日 ㈭ 10時30分 誕生会
22日 ㈪ 10時30分 折り紙の会
31日 ㈬ 10時45分 保健センター　子育て講話『計測』

※7/25㈭の9時から11時はスタッフ会議のため、保育士は不在です。
会場・問い合わせ　酒々井町子育て支援センターあいあい
☎︎（２９０）９７９０

保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎︎（481）7021

10日㈬ 親子で体操
乳
幼
児
と
保
護
者

24日㈬ 給食試食会
要予約・限定5組

中央保育園
☎︎（496）1274

  3日㈬ 製作遊び
10日㈬ 親子で体操
17日㈬ 読み聞かせ
24日㈬ わらべうた

時間　９時〜 11時　問い合わせは各保育園へ

みんなおいでよ！園庭開放

しょうえん　こども こそだてルーム
日　　時 内　　　容

 8 日 ㈪ 10時10分 保健師講話『夏に気をつけたい病気』

12日 ㈮ 10時 はじめて見学会※子育てコンシェル
ジュ出張相談会を同時開催します

20日 ㈯ 9時45分 土曜開放日
20日 ㈯ 17時 昭苑こども園夕涼み会

26日 ㈮ 10時 プレ保育〜ぴよぴよ教室
やさいスタンプ製作

25日 ㈭〜31日㈬
10時

子育てリサイクルデー
（中古の玩具衣類など）

会場・問い合わせ　昭苑こども園　☎︎（４９６）３２３８
※乳児用園庭開放　随時実施中
※幼児用園庭上段のみ開放　7月5日㈮10時〜
※幼児用園庭全面開放　7月5日㈮10時30分〜11時
７月より水遊びを始めます（毎週火曜日実施予定）
７/２，９，16　12時〜13時
７/23，30　　　10時30分〜11時30分
（天候や、水温・気温が基準に達しない場合は実施しな
いこともあります。あらかじめご了承ください。）

７月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　　１、８、16、22、29日
　　　　図書館　　　　１、８、16、18、22、29日
問い合わせ　プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　13日㈯　10時30分〜
　　　　　　　　28日㈰　15時〜
わらべうたの会　11日㈭　10時30分〜

図書館

馬橋の獅子舞
　　　　墨の獅子舞

伝統の舞を見よう！

町無形民俗文化財である馬橋の獅子舞、
県無形民俗文化財である墨の獅子舞が、

それぞれ７月に奉納されます。
町が誇る伝統行事を、

ぜひ一度見に行ってみては
いかがでしょうか？

問い合わせ　生涯学習課文化財班
☎４９６（５３３４）

日時・場所
馬橋の獅子舞：７月13日㈯
17時ごろ〜・香取神社にて
墨の獅子舞：７月15日㈪
15時ごろ〜・六所神社にて

　町は酒々井町公式 Twitter（ツイッター ) を開設し、
行政情報やイベントなど、町の魅力を情報発信してい
ます。ツイッターのアカウントをお持ちの方は、ぜひフォ
ローをお願いします。
名　称　酒々井町役場
アカウント　＠ shisui_town
URL 　https://twitter.com/shisui_town
問い合わせ　企画財政課広報広聴班☎︎ ２２３

酒々井町公式Twitter


